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編集後記

　今年度は、新たに杉山洋先生を迎えてのスタートとなりました。総会では木許守先生と共にご講演をお願い

する予定で進めております。しかし新型コロナウイルスの影響で活動を自粛したスタートになりました。せめ

て会誌だけでもと思い編集を行いました。執筆いただいた先生方、刊行に向けてご協力いただいた役員他のみ

なさまには感謝申し上げます。

　本号では、まず杉山先生に講演要旨を掲載いただきました。活動拠点をカンボジアに置いて文化遺産の保護

にかかわられきた先生のあゆみと現地に残された文化遺産の意義を知るとともに、グローバルな姿勢で文化財

保護に取り組む必要性を再認識できます。木許論文は、文化財活用における問題を堺市の地元町内会の活動を

例に分析し、ややもするとお荷物扱いされがちな地域文化財に対し、行政支援を得た市民活動による価値付け

の必要性を説きます。やはり、文化財は地域に住む人々とは切り離せないことを強く示唆する論考です。山本

さんの研究ノートは、卒業論文をまとめたものです。大学院で新たな研究展開への布石になることでしょう。

善坊さんの資料紹介は、動物考古学を志し始めた成果を開陳いただきました。いつか、この成果が花開くこと

を大いに期待しています。

　最後に、本年３月に文化遺産学専攻１期生が無事卒業しました。彼らの進路は、研究機関、進学、一般企業

就職と様々ですが、４年間の学生生活の経験を社会で生かしていただきたいと祈念しています。（T.K）
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